
脱炭素先行地域　中間評価報告票

【先進性・モデル性の類型】

1-1.中間評価実施時点までの「実質ゼロ」の達成率
再エネ等の電力供給量（A） 省エネによる電力削減量（B） 民生部門の電力需要量（C）
20.74997411 （％） 3.89616236 （％）

1,074,027 （kWh/年） 201,667 （kWh/年）

再エネ等の供給量(kWh/年)
内訳

自家消費等 相対契約
再エネ
メニュー

証書

民生・家庭 戸建住宅 721 3,388,341 226,731 0 2,912 0 229,643 97,510 126

その他 0 0 0 0 0 0

民生・
業務その他

オフィス
ビル

42 398,580 161,908 0 7,741 0 169,650 0 67

商業施設 8 167,761 16,634 0 0 0 16,634 0 7

宿泊施設 1 12,494 0 0 0 0 0 0 0

その他 6 254,945 150,027 0 0 0 150,027 0 59

公共 公共施設 48 866,113 422,473 0 53,521 0 475,995 104,157 442

その他 3 87,808 32,079 0 0 0 32,079 0 13

合計 5,176,042 1,009,852 0 64,175 0 1,074,027 201,667 712

1-2.中間評価実施時点における新規再エネ導入量
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 累計

0 658 613 1,270

1-3.「実質ゼロ」の達成見通し
令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

26 46 62 100 100 100

提案者名 生坂村
共同提案者名

選定回 第３回
株式会社松本山雅、平林建設株式会社、企業組合山仕事創造舎、松本ハイランド農業協同組合

地域課題解決 森林整備、地域のレジリエンス向上、過疎化対策
地域脱炭素の基盤創出 地域エネルギー会社の設立、共同提案者との連携、制度・条例と一体となった取組
需要家・エリア設定 住宅721軒、民間事業所24施設、公共施設43施設・生坂村全域
創出する再エネの
種類・導入技術等

太陽光発電、小水力発電

（ + ）÷ 5,176,042 （kWh/年） ＝ 25 （％）

種類
民生部門の
電力需要家

数量
電力需要量
(kWh/年)

省エネ等
による

電力削減量
(kWh/年)

CO2
排出削減量
(t-CO2)

備考
合計
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2-1.共通KPIの進捗状況
■指標：脱炭素先行地域における域外へのエネルギー代金流出抑制額

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度
目標値 0 21,426,053 25,808,599 32,569,442 31,354,003 27,894,490 0 0

0 21,426,053 47,234,652 79,804,094 111,158,097 139,052,587 139,052,587 139,052,587
実績 0 17,045,026 17,160,664

0 17,045,026 34,205,689

2-2.個別KPIの進捗状況
■指標１：村内における木質ペレット製造量   (t/年)

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度
目標値 0 0 0 0 200 400 0 0

0 0 0 0 200 600 600 600
実績 0 0 0

0 0 0

■指標２：平常時マイクログリッド内電力需要再エネ利用 (％)
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

目標値 0 0 0 0 100 100 100 100
0 0 0 0 100 100 100 100

実績 0 0 0
0 0 0

■指標３：古民家脱炭素リノベーション　(軒/年)
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

目標値 2 0 5 5 5 5 5 5 5
2 2 7 12 17 22 27 32 37

実績 2 0 1 1
2 2 3 4

3.横展開の可能性について

4.地域の将来ビジョンへの位置づけの状況

単年度
累計
単年度

村の最上位計画である生坂村総合計画における実施計画「いくさか村づくり計画（令和７年３月策定）」及び「第三期　生坂村まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和７年３月策
定）」では、特に重点的に取り組むべき施策の一つとして「ゼロカーボン施策の推進」を掲げている。また、「生坂村地方公共団体実行計画（令和６年３月策定）」において、重点
プロジェクトとして位置づけ、計画目標を「2013年度比で、村全体のCo2排出量を2030年で65%削減を目指した取組を進める」こととして、実現を目指している。

累計

単年度
累計
単年度
累計

実績詳細 令和６年度：１軒実施
令和７年度：１軒実施予定

自治体内外への横展開に向けた方針の検討状況について

●自治体外への横展開
〇視察・ヒアリング等の受け入れを積極的に行っている。
　・令和６年度…３件　・令和７年度…６件
〇令和７年度は、自治体、地方議会のほか、大学関係、特定地域づくり事業協同組合等の様々な分野での視察を受け入れている。

●生坂村の先行地域外への横展開
〇普及啓発の取組により、村内外において理解醸成を図っている。
（令和７年度）
　・銀座NAGANO生坂PRイベント（R7.9.6東京都/都内参加者40名）
　・村イベント「赤とんぼフェスティバル」脱炭素普及啓発ブース出展（R7.10/18生坂村：参加者　約2,000人）
　・松本山雅ホームタウンデイPRイベント（R7.10.26長野市:来場者4,170人）
　・松本深志高校卒業50周年記念式尚学塾　村の脱炭素事業講演（R7.11.22松本市予定）
〇先行地域内でのPPA事業で知見・ノウハウを蓄積し、先行地域外へのPPA事業の拡大を検討している。
　・松本市と周辺地域の自治体や民間企業らで構成する松本平ゼロカーボンコンソーシアムに参画し、地域脱炭素に向けた情報共有や学習会に定期的に参加

単年度
累計
単年度

令和６年度：詳細設計を実施
令和７年度：上生坂地区において自営線敷設工事着手
令和８年度：上生坂地区の運用開始、草尾地区において自営線敷設工事実施予定

実績詳細 現時点では未着手（令和8年度に製造工場建設予定）

累計

累計

単年度
累計
単年度

実績詳細
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